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掲載誌名：立教経済学研究 第 68 巻 第 3 号 
タイトル：「統計情報の活用と統計教育」（pp.89－pp.118） 
発行機関：立教大学 経済学研究会






発行年月： 2014 年 6 月 











著書名：「統計検定 統計調査士試験 対策コンテンツ 第２版」
発行機関：立教大学 社会情報教育研究センター





［センター活動報告］2014 年度社会情報教育研究センター研究活動等報告  (75) 
菊地 進 教授
１．学会発表
日時：2014 年 9 月 12 日 
学会名等：経済統計学会 2014 年度全国大会 
場所：京都大学 総合研究 4 号館共通講義室 
発表者：菊地 進
発表テーマ：「地域における社会の情報基盤としての統計―その構築の条件―」
日時：2014 年 11 月 1 日 
学会名等：経済統計学会 2014 年度関東支部 11 月例会 
場所：立教大学 12 号館第 1 会議室 
発表者：菊地 進









掲載誌名：立教経済学研究 第 68 巻 第 4 号 
タイトル：「地域における社会の情報基盤としての統計―その構築の条件－」
発行機関：立教大学 経済学研究会





日時：2014 年 4 月 15 日 午後 4 時 40 分～5 時 50 分 
研修名：平成 26 年度総務省統計局統計研修所  
統計主管課新任管理者コース 地方行政と統計 1  
主催：総務省統計局統計研修所
(76)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 




日時：2014 年 5 月 13 日 午後 1 時 10 分～5 時 10 分 
研修名：平成 26 年度総務省統計局統計研修所中堅職員課程「地域経済と統計」講義② 
主催：総務省統計局統計研修所




日時：2014 年 8 月 27 日 午後 2 時～4 時 






日時：2014 年 11 月 13 日 午前 10 時～12 時 






研修名：平成 26 年度大阪府地方統計職員業務研修（専門研修） 






［センター活動報告］2014 年度社会情報教育研究センター研究活動等報告  (77) 
４．依頼講演
日時：2014 年 7 月 10 日 午後 1 時 10 分～5 時 10 分 















日時：2014 年 9 月 12 日 













(78)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 
■ 統計教育部会 部会別研究活動等
１．学会発表
日時：2014 年 8 月 
学会名等：The 21st International Conference on Computational Statistics にて発表 
場所：International Conference Centre Geneva (in Switzerland) 
発表テーマ：「A Course on Introductory Statistics Using Interactive Educational Tools」 
発表者：Kazunori Yamaguchi, Takaaki Ohkawauchi, Kotaro Ohashi 
日時：2014 年 9 月 5 日 




日時：2014 年 11 月 29 日 






日時：2014 年 7 月 
学会名等：International Conference on Teaching Statististics  
場所：Flagstaff, AZ, USA  
発表テーマ：「Japanese Inter-University Network for Statistical Education and New 
Trials for Development of Students' Data Analysis Skills」 
発表者：Kazunori Yamaguchi and Michiko Watanabe 






［センター活動報告］2014 年度社会情報教育研究センター研究活動等報告  (79) 
２．研究論文・著書
掲載誌名：品質 Vol.44, No.3 
タイトル：「大学におけるデータサイエンス教育」（pp.30－pp.33） 





日時：2014 年 8 月 27 日 午後 2 時～4 時 






日時：2014 年 10 月 24 日 午後 2 時～5 時 
研修名：立教大学人事研修 統計基礎研修









研究期間： 2014 年 4 月 ～ 2017 年 3 月 
資金名称：日本学術振興会
研究代表者名：山口和範
(80)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 
大橋 洸太郎 助教
１．学会発表
日時：2014 年 7 月 
学会名等：International Meeting of Psychometric Society 2014 にて発表
場所： Pyle Center Rooftop, Lake Mendota in the background（Madison, Wisconsin） 
発表テーマ：「An application to a class evaluation questionnaire of Capture Rate」 
発表者：Kotaro Ohashi, Hideki Toyoda,  
日時：2014 年 9 月 10 日 
学会名等：日本心理学会第 78 回大会 にて発表
場所：同志社大学


















日時：2014 年 6 月 13 日 
学会名等：第 16 回 日本医療マネジメント学会学術総会にて発表 
場所：グランヴィア岡山
発表テーマ：「日本語版 Decision Regret Scale の妥当性検証」 
［センター活動報告］2014 年度社会情報教育研究センター研究活動等報告  (81) 
発表者：丹野清美、尾藤誠司、磯部陽、高木安雄
日時：2014 年 9 月 13 日  
学会名等：第 52 回 日本医療・病院管理学会学術集会にて発表 
場所：TOC 有明コンベンションホール 
発表テーマ：「診療決定プロセスにおける患者の意思決定と後悔の尺度：
日本語版 Decision Regret Scale と QOL、患者要因の関係 
－鼠径ヘルニア、胆石症、胆嚢炎、胆嚢ポリープ患者における横断研究－」 
発表者：丹野清美、高木安雄
日時：2015 年 2 月 28 日  
学会名等：第 2 回 QOL／PRO 研究会学術集会にて発表 
場所：京都大学東京オフィス
発表テーマ：「診療プロセスにおける意思決定の納得と満足：
日本語版 Decision Regret Scale に関する研究」 
発表者：丹野清美
２．研究論文・著書
掲載誌名： 医療の質・安全学会誌 9 巻 2 号   
タイトル：「医師の意識による診療費のばらつきの研究－ Diagnosis Procedure 
Combination（DPC）データに基づく分析－」（pp.107－pp.118） 
発行機関：一般社団法人 医療の質・安全学会




掲載誌名： Journal of Nursing Measurement  
タイトル：「Validation of a Japanese Version of the Decision Regret Scale」 
発行機関：Springer Publishing Company 
発行年月： 2015 年 2 月 12 日 Accept (in print) 
著者氏名（共著者含）：Kiyomi Tanno, Seiji Bito, Yoh Isobe, Yasuo Takagi 
掲載種別：Original Article（学術誌） 
共著区分：共著
(82)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 
著書名：「PIA COLLEGE 医療関連制度マスターコース【2014 - 2015 年度版】「第 3 回医療法」」 
発行機関：ユートブレーン




著書名：「医療事務 第 2 版」 
発行機関：建帛社









－日本版 Decision Regret Scale（DRS）の妥当性検証と評価－」 










日時：2014 年 9 月  
学会名等：教育システム情報学会第 39 回全国大会 にて発表 
場所：和歌山大学
発表テーマ：「協調作業やコミュニケーションを促進する画像掲示板の開発」
［センター活動報告］2014 年度社会情報教育研究センター研究活動等報告  (83) 
発表者：大川内隆朗、脇本健弘
日時：2014 年 9 月  





日時：2015 年 3 月  
















研究期間： 2014 年 3 月 ～ 2017 年 3 月 
資金名称： 日本学術振興会
研究代表者名：大川内隆朗
(84)  社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』創刊号 
■ 社会調査部会 部会別研究活動等
１．国際会議出席
日時：2014 年 6 月 3 日～6 日 
会議名等：IASSIST Annual Conference 













掲載誌名：住民と自治  612 号  
タイトル：「市民活動記録保存の意義と課題−立教大学共生社会研究センターの経験から−」 
  （pp.25－pp.28） 




掲載誌名：グローバル都市研究  7 巻 
タイトル：「都市住宅政策の「問題」は何か？ −東京 23 区を事例として−」  （pp.69－pp.83） 




［センター活動報告］2014 年度社会情報教育研究センター研究活動等報告  (85) 
２.依頼講演
日時：2014 年 7 月 14 日 午後 1 時 30 分～15 時 30 分 
講演名：和光市都市計画マスタープラン改訂記念 まちづくり勉強会








日時：2014 年 7 月 16 日  
学会名等：第 18 回 ISA 世界社会学会議にて発表 
場所：パシフィコ横浜
発表テーマ：「How Do Local Community Members Accept the Usage of Commons By 
Nonlocals in the Under-Used Commons? : An Approach Based on 
Agent-Based Simulation」 (口頭発表) 
発表者：Makoto ASAOKA 
日時：2014 年 7 月 17 日  
学会名等：第 18 回 ISA 世界社会学会議にて発表 
場所：パシフィコ横浜
発表テーマ：「How Do Local Community Members Accept the Usage of Commons By 
Nonlocals in the Under-Used Commons? : 
An Approach Based on Agent-Based Simulation」 (ポスター発表) 





発行年月： 2014 年 11 月  
著者氏名（共著者含）：小林 盾、金井雅之、佐藤嘉倫、内藤 準、浜田 宏、武藤正義（編）
朝岡 誠、石田 淳、石田 浩､石原英樹、稲垣佑典、今田高俊、遠藤 薫、大﨑裕子、籠谷和
弘、金澤悠介、篠木幹子、数土直紀、盛山和夫、関口卓也、瀧川裕貴、辻 竜平、友知政樹、





タイトル：「誰がデモに参加するのか? －デモは市民的活動か、感情的行動か」   
（pp.114－134） 
発行機関：勁草書房
発行年月： 2014 年 12 月  

















研究期間： 2012 年 4 月 ～ 2015 年 3 月 
資金名称：日本学術振興会
研究代表者名：中井 豊
［センター活動報告］2014 年度社会情報教育研究センター研究活動等報告  (87) 
前田 豊 学術調査員
１．学会発表
日時：2015 年 3 月 14 日  





掲載誌名：理論と方法  29 巻  1 号  
タイトル：「比較対象選択と所得イメージ」（pp.37－pp.57） 
発行機関：数理社会学会




掲載誌名：理論と方法  29 巻  1 号  
タイトル：「小集団実験による相対的剥奪モデルの検証」（pp.19－pp.36） 
発行機関：数理社会学会




掲載誌名： 理論と方法  29 巻  2 号  
タイトル：「日本における失業率の変動と自営業への参入」（pp.323－pp.342） 
発行機関：数理社会学会
発行年月： 2014 年 11 月  
著者氏名（共著者含）：仲 修平、前田 豊
掲載種別：論文（学会誌）
共著区分：共著
